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第４０回中国・四国地区社会教育研究大会鳥取大会の実施結果について 
 

平成２９年１１月２２日 
社会教育課 

 
「地域で活かす社会教育の在り方を考える」の研究主題のもと、中国・四国地区の社会教

育委員をはじめとする生涯学習・社会教育関係者等が一堂に会し、互いの研究と実践に対す

る情報を共有しながら、これからの社会教育の推進に向けた取組について積極的に意見を交

わしました。 
 
１ 期 日  平成２９年１０月２６日（木）から２７日（金） 

２ 会 場  ［全体会］ 米子市文化ホール 

       ［分科会］ 米子コンベンションセンター 

米子ワシントンホテルプラザ 

ANA クラウンプラザホテル米子 

３ 参加者  中国・四国地区各県及び市町村の社会教育委員、教育委員、公民館職員、社会

教育関係者、学校教育関係者、家庭教育関係者、行政関係者、公民館運営審議

会委員等  

       大会参加総数 667 名、全体会参加者 586 名、分科会参加者 462 名 

４ 内 容 

（１）全体会（10 月 26 日（木）12：40～17：15） 

①開会行事、アトラクション「米子市指定無形民俗文化財 淀江さんこ節」 
 
 
 
②シンポジウム 
テーマ 「学びと活動の循環に向けて」 
コーディネーター 鳥取県図書館協会長／海外シニアボランティア 山田  晋 氏 

   シンポジスト      岡山県教育庁生涯学習課（岡山県）総括主幹   東川 絵葉 氏 
              丸亀市社会教育委員の会（香川県）会長       山本 珠美 氏 
              キラ☆キッズ（島根県）      代表       山根久美子 氏 

自然がっこう旅をする木（鳥取県）代表        得田   優 氏 
 
 
 
 
③記念講演 

   演題 「夢は絶対叶う！相撲道と人づくり ～強くても負ける 弱くても勝てる～」 
   講師 鳥取城北高等学校 校長／相撲部総監督 石浦外喜義 氏 
 
      

 
④その他 
 ・県内各市町村の一押しの社会教育事業の紹介パネル等の展示 

   ・倉吉市小鴨地区公民館の「男のコーヒーショップ」の出店 
   ・社会教育委員有志による梨の試食サービス 
   ・お土産物販売コーナー等 
 

 

淀江さんこ節保存会には、地域の学校の児童・生徒も参加している。今回、児童・

生徒を含む６２名の方に出演いただき、本県の社会教育活動の一端を紹介できた。 

４人のシンポジストの実践発表の後、日頃の悩みや学びの活かし方等について議論

いただいた。コーディネーターからはＰＤＣＡの中の特に評価（Ｃ）、改善（Ａ）、

計画（Ｐ）について新たな学びを活かすことが大切であるといった助言があった。 

日頃の生徒、保護者との関わりを通した経験をもとに、人のやる気を引き出す方法

など興味深い話を聞くことができた。 
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（２）分科会（10 月 27 日（金）9：30～12：00） 
【分科会】 研究主題 事例提供者 助言者（兼ファシリテーター） 

【学校・家庭・地域の連携・

協働】 

地域の教育力を活かした

学校と地域の連携・協働

について 

【鳥取県】 

伯耆町教育委員会事務局生涯学習室 

参事兼社会教育主事 下前 博司 氏 

伯耆町立溝口中学校 

学校支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 濱田 真代 氏 

【山口県】 

油谷中央公民館 

前館長 森田 和康 氏 

【社会教育委員の活動】 

行動する社会教育委員の

活動について 

【広島県】 

三次市社会教育委員会議  

議長 森川 幸郎 氏 

【高知県】 

高知大学地域協働学部 

助教 斉藤 雅洋 氏 

【家庭教育支援】 

家庭教育支援に向けた取

組について 

【愛媛県】 

大洲子育てサポート“そよ風” 

家庭教育支援員 吉見 和子 氏 

【香川県】 

香川大学生涯学習教育研究セン

ター 

センター長（教授）清國 祐二 氏 

【地域づくり】 

人を活かす地域づくりに

ついて 

【徳島県】 

佐那河内村 村育推進協議会  

会 長 日下 輝彦 氏 

副会長 彦上 亜依 氏 

【島根県】 

島根県教育庁浜田教育事務所 

社会教育主事兼企画幹 

佐々木 伸 氏 

 
 
 
 
５ 参加者の感想 

 ・県内各地の取組が展示してあり良かったし、コーヒーショップの団体に活気があった。 

 ・シンポジウムは聞きごたえがあり、講演も普段聞くことのできない内容で良かった。 

 ・分科会の各グループに進行役が配置してありスムーズに協議が進んだ。 

 ・分科会は社会教育委員、行政など属性で班分けすると掘り下げて話せたかもしれない。 

６ 大会の様子 

    
アトラクション「淀江さんこ節」         シンポジウム   

     
   記念講演 石浦外喜義氏         分科会グループ協議 

参加者は、事例発表を参考にしながら、自分が感じている課題やこれからの活動について、話

し合いの柱に沿ってグループ協議を行った。各グループでは積極的な発言が目立ち、熱心な

話し合いが行われた。助言者からは今後の活動に繋がる具体的な話を聞くことができた。 


